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おわりに 

今年度からスタートした第5期科学技術基本計画(平成28～32年
度)においては、その進捗及び達成度の把握に向け、定量的な数
値目標が設定されました（後述） 
 
JSTにおいても研究開発戦略の策定や評価等の基礎エビデンスと
して定量的データを活用しており、本日は、その情報基盤の活用
事例や情報資源についてご紹介します。 



先端研究開発の推進と社会への橋渡しを通じてわが国の繁栄と持
続的社会の実現に貢献 

○科学技術イノベーションの創出 
○科学技術イノベーション創出のための科学技術基盤の形成 
○研究開発戦略の立案 

沿 革 

使 命 

事 業 

予算規模 役職員数 1,227名(常勤職員数) 

(平成28年4月1日現在) 

昭和32年（1957年） 
日本科学技術情報センター
（JICST） 

平成8年（1996年） 
科学技術振興事業団
（JST） 

平成15年（2003年） 
（独）科学技術振興機構
（JST） 昭和36年（1961年） 

新技術開発事業団
（JRDC） 

平成元年（1989年） 
新技術事業団
（JRDC） 
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はじめに．JSTの概要 

平成27年（2015年） 
（国立研究開発法人） 
科学技術振興機構（JST） 

1,208億円 

(平成27年度) 



JSTの事業概要 

科学技術イノベーションの創出に貢献 
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JST 
概要 

第5期 

科学技術 

基本計画 

基本計画に
対する 

JST情報事業
の取組み 

JST情報資産 

活用例 

（分析事例) 

第5期科学技術基本計画とJSTの情報事業の取り組み 

おわりに 

◇第5期科学技術基本計画の概要(主要指標の紹介） 
 
◇JST情報事業の取り組み 
１．情報基盤の構築 
  分析基盤の整備事例 -著者ID- 
  JST情報資産の人名、機関名の同定整備（名寄せ） 
  同定処理概要 
  人名、機関名同定による分析への活用 
２．JSTの研究成果の把握 
  戦略的創造研究推進事業 “さきがけ”に関する研究成果の把握 



第5期科学技術基本計画の概要(主要指標の紹介） 
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 第５期科学技術基本計画の４本柱 
ⅰ）未来の産業創造と社会変革 

ⅱ）経済・社会的な課題への対応 

ⅲ）基盤的な力の強化 

ⅳ）人材、知、資金の好循環システムの構築 

※ ⅰ～ⅳの推進に際し、科学技術外交とも一体となり、戦略的に国際展開を図る視点が不可欠 

 主な計画概要および指標(計画の一部を抜粋) 

ⅲ）基盤的な力の強化 

◇人材力の強化 
若手研究者の能力・意欲を発揮できる環境整備 

◇知の基盤の強化 
学術研究と基礎研究の促進に向けた改革・強化を実施 
指標：総論文数増加、被引用数トップ10％論文の割合増加(10％) 

ⅳ）人材、知、資金の  
好循環システムの構築 

◇新規事業に挑戦する中小・ベンチャー企業の創出強化 
指標：企業創出数の増加、新規上場数を2倍に増加する。 

◇国際的な知的財産・標準化の戦略的活用 
指標：中小企業や大学等に散在する知的財産活用促進（特許出願に
占める中小企業割合15％実現、大学の特許実施許諾件数の5割増） 

◇地方創生に資するイノベーションシステムの構築 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究開発戦略の策定や研究開発成果の把握、指標の検討、大学や企業等の
研究活動の調査等に活用できる基礎エビデンスを体系的に整備する 

文献情報の蓄積 日本の研究者総覧 

researchmap 

J-GLOBAL 
JDream 
J-STAGE 

外部論文DB（内部分析用） 

研究課題 研究者 文献 

データ集約、関連付け 

＜中核的な共通マスタ＞ 

分析活用 
－JST情報資産－ 

Web上での検索、閲覧 （公開情報のみ） 

ファンディング情報の蓄積 

FMDB 

日本の研究開発成果に係る 
・研究課題（1959年～約3万件 ※JST課題） 
・国内外の文献（1958 年～約4千万件） 
・国内の特許（1993年～約1千万件） 
・国内研究者（本人登録で約24万件） 
 （文献及び特許から抽出した名寄せID約73万人） 
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JSTにおける情報基盤の構築 



分析基盤の整備事例 -著者ID- 
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他サービス 

ソース 

約4,000万件 
（1996-2015） 

FMDB 

約90万件 
（科研費＋JSTファンド） 

分野別（他サービス分野） 
TOP10%,TOP1%、論文数、 
国際シェア、被引用数 など TOP10%  

単体DBの集計 異種IDの突合 

eRad研究者番号 

他サービス 
著者ID 

n:n  

組合せ分析 オプション分析 

TOP10%の分野別 
研究者マッピング 
（論文とファンドの関係から 
PD,PO候補や成長性の高い 
研究者を抽出する） 
・H-index 
・被引用数変化等 

・科研費・JSTの代表研究者 
の成果把握 
・セクター、県別の 
研究者数/TOP10％ 
研究者把握 

研究課題、成果の 
関係で紐付け後、 
出来ないものは 
手作業で突合 

JSTデータ 

文献、特許など 
各4,000万件、1000万件 

J-GLOBAL
著者ID 

上記プラス 
・国内注目度 
 （国内被引用等） 
・産学連携研究者 
・私大、企業在籍 
 経験のある研究者 
 

・各分野の第一人者 
 の系統の研究者 
・若い研究者 

n:n  

・ファンド取得前後の 
研究者の成果の変化 
・共同研究先が多い 
 研究者 
・多くの研究コミュニティ 
 での活躍 

・複数分野で活躍し
ている研究者 

・国際共著率の高
い研究者 

分野別（科研費分野） 
制度別課題数、研究費 
地域別 など 

国内 
海外 

分野別（JST分野） 
研究者別、機関別 
キーワード別 



JST収集データへの人名、機関名の同定整備（名寄せ） 
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・便利な検索 
・分析活用 

人名と機関名に対して名寄せ＋ID化を行う 

人名同定 機関名同定 

科学太郎（○○大学） 
科学太郎（科学技術振興機構） 
TARO Kagaku  
Kagaku, T  

下記を同じ人として特定し固有のIDを振る 下記を同じ機関として特定し固有のIDを振る 

東京大学 
東大 
University of Tokyo 
Tokyo University 

研究者Aさん 
A研究機関 

の文献・特許を網羅的に抽出したい 

科学太郎 



人名、機関名同定による分析への活用 

10 

機関名同定の活用イメージ  文献共著関係 （「iPS細胞」で抽出した7,443件） 

同定されたデータを分析に
ご活用されますと、手間の
かかる名寄せ作業が軽減さ
れますので、便利にご利用
いただけます。 
 
共著関係は著者名でも同様
のマップ表示が可能です。 

共著関係 –機関名- 

J-GLOBAL分析ツールβ版より 
http://analyzer.jglobal.jst.go.jp/ 



• 目的 
– さきがけ獲得が研究者に与える効果の把握 

– 採択前と研究終了後の各4年間の論文数、高被引用論文数、共著者数を比較 

• 対象 
– さきがけの1998年度採択～2008年度終了研究者（28研究領域の608人） 

– 海外ベンダーサービスに収録されている全文献種（1995年から2015年まで） 

• 結論 
– さきがけ採択研究者の多くは採択前と比べ、研究期間中、研究終了後の論文数、高被引用
論文数、共著者数が増えている。 

– より厳密に把握するためには対照群を設定して比較する必要がある。 
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実際の研究期間 

終了後４年間 採択前４年間 研究実施期間 

JSTの研究成果の把握 



採択前・終了後の論文生産状況 
• 研究者の論文数は課題開始前14.7件から24.4件まで増加 

各研究者の論文数の変化 

各研究者のTop1%論文数の変化 
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各研究者のTop10%論文数の変化 

JSTの研究成果の把握 



採択前・終了後の共著者数の変化 
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• 研究者の平均共著者数は採択前の30.0人から55.5人まで増加 

各研究者の共著者数の変化 

JSTの研究成果の把握 
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JST 
概要 

第5期 

科学技術 

基本計画 

基本計画に
対する 

JSTの取組み 

JST情報資産 

活用例 

（分析事例) 

JST情報資産を使用した分析例 

おわりに 

JSTが収集・提供しているデータを用いた分析例をご紹介します。 
 
１．JSTが提供するデータベース・Webサービス 
  －各社の論文データベース収録範囲－ 
２．JST情報サービスの活用例 
  －地方国立大学における地域貢献度の分析例－ 



JSTが提供するデータベース・Webサービス 
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研究者･機関DB 
   ・researchmap 
  （約24万人） 
求人 
   ・求職DB 
 ・JREC-IN 

リンクセンター 化学物質DB 

一次情報(全文) 

約276万件 
 1,950誌 

3,600万件 
（国内外文献を網羅。 
 海外DBを含めると 
 6,000万件） 
 

約350万物質 

    基本情報を収録し、 
様々な有用な情報をつなぐ 

科学技術文献DB 

資料収集 
・閲覧室 

年間114万件 

二次情報 
（書誌､抄録､索引） 学協会誌 

特許DB 
・国内特許情報 
・J-STORE 

http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja


各社の論文データベース収録範囲 
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WoS  
オリジナルな収録誌 
約1,500誌 

Web of 
Science 

Scopus JST文献 

強み 
年代のカバー率 

全引用文献索引化 
収録誌の多さ 
機関名寄せ 

統制語による索引 
日本語抄録 

弱み 名寄せ 引用文献の範囲 人文・社会系 

収
録
範
囲 

海外誌 ◎約12,000誌 ◎約21,000誌 ○約2,600誌(*2) 

国内誌 ×234誌  ×767誌 ◎9,683誌(*2) 

発行年 1900～（*1） 1996～ 1975～（*3） 

総記事
件数 

約4,500万件 
（SCIEのみ） 

約5,700万件 約3,600万件 

年記事
件数 

約230万件 約250万件 約150万件 

デ
ー
タ
項
目 

書誌 △ 
◎（著者+機関

名寄せ） 
◎（著者+機関 

名寄せ) 

抄録 〇 ○ ◎（日本語翻訳） 

索引 
△（著者KW＋引

用先KW） 
○（著者KW＋

自動索引） 
◎（専門家による

索引） 

引用 
文献 

◎ 〇 ○ 

全文 × × × 

Scopus  
オリジナルな収録誌 
約6,000誌 

Web of Science 
Core Collection 

  ：約12,500誌 

Scopus 

  ：約22,000誌 

JST 

  ：約12,500誌 JST（科学技術文献DB） 

オリジナルな収録誌 
約10,000誌 
（国内公共刊行物、技術
報告も豊富） 

人文・社会系 ←    → 科学技術・医学系 
外

国
誌

 
←

    →
 

国
内

誌
 

＊1 Web of Science core collection の収録数・収録範囲は、SCIEのみ。 
＊2   収録範囲の海外誌、国内誌は定期刊行物の継続誌数(新規収録 IEEEの収録誌予定数をも含む)となります。 
＊3 JST文献の1975年～1980年の文献DBファイルJST7580を収録件数に含む。検索時のオプション指定方法によっては、収録件数が上記と異なることに注意。 
 JST調べおよび下記サイトのJISC-dataによる。2016年8月閲覧 
   http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science 
注) 記載されている数字は各調査時点で把握した数字のため、最新状況とは異なる可能性もありますので、目安として参照下さい。 

戦略策定 俯瞰報告 国内動向 

JSTでの活用例（適材適所） 

http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science
http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science
http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science


JST情報サービスの活用例 
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地方国立大学の分析 
 レベルの違う複数の視点を同一比較するため、全て偏差値換算し、各項目の偏差値 

 を取得(表1)。偏差値を表2の換算表でスコア化を実施 （平均以下は一律0)した。 

区分 項目 集計年 年数
共同研究（件数） 2008-2012 5年分
共同研究（金額） 2008-2012 5年分

産業指向度 特許出願（件数） 2008-2012 5年分
科研費（金額） 2009-2013 5年分

発表論文数JDream(2008～) 2008-2014 6.5年分
発表論文数Scopus(2008～) 2008-2014 6.5年分

人材輩出力 経営者（人数） 2014 -
大学力 教員（人数） 2012 -

大学力（潜在的） 博士（後期）（人数） 2012 -
大学力（潜在的） 修士・学生（人数） 2012 -

産学連携度

学術研究度

表1 評価項目リスト         表2 偏差値・スコア換算 

出典 
１．産学連携調査          －文部科学省 大学等における産学連携等実施状況について－ 
２．大学別特許出願・登録状況 －特許庁 特許行政年次報告書－ 
３．科研費取得状況          －日本学術振興会 科学研究費助成事業 科研費データ－ 
４．人材に関する状況（経営者数、教員・学生数等）    －東京商工リサーチ経営者情報、大学評価情報ポータル－ 
５．文献アウトプット推移                     －JDreamⅢ、Scopus－ 

 偏差値 スコア 

 90以上 ☆☆☆☆☆ 

 80～89 ☆☆☆☆ 

 70～79 ☆☆☆ 

 60～69 ☆☆ 

 50～59 ☆ 

 49以下 0 



JST情報サービス事業の活用例 
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地方国立大学の産学連携スコア 

分析結果から総合力の高い広島大を比較対象に、産学連携度の高いA大学、B大学、 
スコア付与が行われていないC大学を取り上げ、地域貢献度に関する分析を実施した。 

  産学連携 産業指向度 学術研究 

  共同研究 共同研究 特許出願 発表論文数 発表論文数 

  (件数) (金額) (件数) JDream（2008～) Scopus（2008～) 

広島大学 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ 

A大学 ☆☆ ☆☆ ☆☆☆ ☆ ☆ 

B大学 ☆ ☆☆ 0 ☆ ☆ 

C大学 0 0 0 0 0 

使用データはJDreamⅢ・J-GLOBAL/国内特許で、両データに付与されている 
共通の名寄せIDを利用して公報記載の機関名住所を抽出し、地域貢献度を分析。 
＊文献発行のみの機関は所在地データが取得できないため対象外になります。 

データ構成例 
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No 数 機関名 名寄せID 

1 5,423 東京大学  【201551000096160140】 

2 4,408 京都大学  【201551000097281374】 

3 3,385 大阪大学  【201551000098052069】 

4 2,762 東北大学  【201551000096670644】 

5 2,396 名古屋大学  【201551000097498730】 

6 1,920 九州大学  【201551000096163114】 

7 1,816 北海道大学  【201551000097323190】 

8 1,637 県立広島病院  【201551000097501536】 

9 1,375 独立行政法人理化学研究所  【201551000098046174】 

10 1,334 近畿大学  【201551000096220312】 

14 1,224 広島工業大学  【201551000096882447】 

23 872 広島国際大学  【201551000097655886】 

26 784 広島県厚生連 広島総合病院  【201551000097466340】 

28 752 広島市安佐市民病院  【201551000098202990】 

31 668 労働福祉事業団 中国労災病院  【201551000096051480】 

37 647 福山大学  【201551000097294433】 

40 636 公益財団法人放射線影響研究所  【201551000096754783】 

44 613 広島県厚生連 尾道総合病院  【201551000097840586】 

47 603 中国電力株式会社  【201551000096467016】 

49 579 社保 広島市民病院  【201551000096903878】 

50 573 呉工業高等専門学校  【201551000097286953】 

上位50機関中、同県機関 12(医療関連 6) 

共通の名寄せID (広島大学 共著・共願ランキング) 

No 数 機関名 名寄せID 

1 101 中国電力株式会社  【201551000096467016】 

2 53 東洋高圧  【201551000096596541】 

3 53 国立研究開発法人産業技術総合研究所  【201551000096192572】 

4 39 太平洋セメント株式会社  【201551000097420064】 

5 37 日本化薬株式会社  【201551000096824790】 

6 30 フマキラー株式会社  【201551000097036159】 

7 30 ツーセル  【201551000097800290】 

8 19 株式会社クラレ  【201551000096719856】 

9 19 住友化学株式会社  【201551000096367402】 

10 19 マツダ株式会社  【201551000096208789】 

11 17 トヨタ自動車株式会社  【201551000096817114】 

12 14 国立研究開発法人科学技術振興機構  【201551000096240330】 

13 14 中電プラント株式会社  【201551000097975600】 

14 14 エルピーダメモリ株式会社  【201551000096026028】 

15 12 財団法人ひろしま産業振興機構  【201551000097616260】 

16 12 トーヨーエイテック株式会社  【201551000096089704】 

17 12 広島県  【201551000097054114】 

18 12 中国高圧コンクリート工業株式会社  【201551000095929725】 

19 12 西川ゴム工業株式会社  【201551000097009976】 

20 12 住友電気工業株式会社  【201551000097198779】 

上位20機関中、同県機関9 

共著先ランキング（文献） 共願先ランキング（国内特許） 

⇒文献と特許に共通の名寄せID が付与されています。 
  例：中国電力【201551000096467016】 

J-GLOBALによる検索結果 
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広島大学 共著・共願機関(地元機関ランキング) 

共著先ランキング（文献） 共願先ランキング（国内特許） 

No 機関名 共著数 

1 広島工業大学 1256 
2 福山大学 711 
3 公益財団法人放射線影響研究所 636 
4 中国電力株式会社 603 
5 県立広島大 保健福祉 416 

～ 
31 中外テクノス 15 
32 バブ日立工業株式会社 13 
33 アヲハタ株式会社 12 
34 広島アルミニウム工業株式会社 12 
35 寿工業 12 
36 中谷造船 12 
37 デルタ工業株式会社 11 
38 リョービ株式会社 10 
39 プロフェニックス 9 
40 マナック株式会社 9 
41 株式会社ジェイ・エム・エス 9 
42 丸善製薬株式会社 9 

No 機関名 共願数 
1 中国電力株式会社 65 
2 東洋高圧 46 
3 ツーセル 24 
4 マツダ株式会社 16 
5 広島県 14 
6 財団法人ひろしま産業振興機構 12 
7 中電プラント株式会社 11 
8 中国高圧コンクリート工業株式会社 9 
9 エネルギア・エコ・マテリア 7 
10 トーヨーエイテック株式会社 7 
11 西川ゴム工業株式会社 7 
12 あじかん 5 
13 県立広島大 保健福祉 5 
14 ネオシルク 4 
15 株式会社横田工業商会 4 
16 広島工業大学 4 
17 コーポレーションパールスター 3 
18 株式会社メンテック 3 

地元機関との研究成果を容易に把握することが可能です。 
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特許出願を過去に行った事のある機関が分析対象となるため、臨床医療や公的研究機関
の共著先が含まれません。 
 
その中で広島大学外および地元産業との研究成果は同等比率で増加しており、共著・共
願全体数から見ると文献 5～10%、 特許 10～30%が地元企業との協力による研究
成果という結果でした。 

広島大学における地域貢献度 

共願先ランキング（国内特許） 共著先ランキング（文献） 
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広島大学における地域貢献度 

-研究分野-（地元機関） -研究分野-（全体） 

共著による研究分野の傾向(全体と地元機関との傾向比較) 

全体傾向としては臨床医学、物理、基礎化学など基礎科学での共著の割合が多いが、 
地元機関とは生物科学、医学、農林水産、電気、建設とより実業に近い技術開発による 
成果が現れていると推測できる。 
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4大学における地域貢献の比較 

共著全体に占める地元機関との共著割合(文献) 共願全体に占める地元機関との共願割合(特許) 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

広島大 

C大 

A大 

B大 
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

 結論 

 産学連携の成果が必ずしも、共著や共願という成果で発表されるとは限らないが、共著・
共願に注目して分析を実施したところ、4大学とも共著・共願は10年前と比較すると大幅
に件数は増加しているが、ここ数年は横這い傾向であった。 

 地元機関との共著・共願全体からみた割合は共著 5～10%、共願 20～30%が平均レベル 

 

 

 

 今後の取り組み 

 地域産業の実態と共著・共願データの比較検討。 

 本社の所在地になるケースが多く、地域にある研究所との協力が反映されない点を検討 

 被引用データなど他の情報源との組み合わせを検討。 
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名寄せIDの将来的な活用案 

外部の機関IDとの連携を促進し、現在対応できていない機関名 
所在地や属性、グループ化などに対応できる基盤整備を検討する 

新聞記事データ/企業情報 

出典：日刊工業新聞 HP 
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00373490 

各社HP 

出典：エイアールテックHP 

No 法人名 法人番号など 名寄せID 

12 フェニックスバイオ 3240001023089 201551000095947251 

20 戸田工業株式会社 3240001028939 201551000098142262 

26 エイアールテック 5240001023070 201551000097996403 

応用例 機関マスターの整備 

検索サービスへ展開し、 
様々な情報と連携。 

大学発ベンチャー 
都道府県別産業データ 

出典：RESAS 都道府県別産業データ 
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概要 
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基本計画 
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おわりに 

おわりに 



まとめ 
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 JSTは世界トップレベルの研究開発を行うネットワーク型研究所と
して 、独創的な研究開発への挑戦や未来を共創する研究戦略を策定
するため、海外の研究情報の収集や整備を進めていきます。 

 

 一方、国内情報の基盤整備を促進し、関連情報を提供することで、
イノベーション創出を通じた地域社会の持続的な発展に貢献できる
よう対応を進めていきます。 

 

 情報基盤の整備や分析などに関して、ご参加の皆様との意見交換に
より、共通する課題への対応、新しい知見の共有を図っていきたい
と考えていますので、よろしくお願いいたします。  

 

 ⇒サービス開発やJST情報資産を活用した分析事例の作成に関して、  

  ご協力いただける方も探していますので、よろしくお願いします。 



JST情報資産のご利用方法 
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 ご提供可能なJST情報資産 
    下記をローデータ形式でご提供可能です。 

 （一部、有償契約（ジー・サーチ）や共同研究契約締結等が必要です）   

1. 科学技術文献データ及び付随データ 
書誌及び付随データ 約3,600万件 

抄録・索引（制限あり） 約2,500万件 

2. 科学技術用語データ 

シソーラス（制限あり） 約4万件 

大規模辞書（＝同義語・異表記辞
書データ） 

約77万件 

3. 化学物質データ 日本化学物質辞書（日化辞） 約340万件 

4. 日本の特許情報データ 

公開公報（国内・海外出願情報） 約800万件 

特許公報 約350万件 

出願人引用、審査官引用 約6,500万件 



ご清聴ありがとうございました。 
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【本件お問い合わせ先】 
 
☆JST資産データ利用に関するご相談： 
 情報企画部 情報分析室    
  担当 米陀 正英（masahide.yoneda@jst.go.jp） 

 
     情報資産企画グループ 
  担当 西 亮（a2nishi@jst.go.jp) 



researchmap、JREC-IN Portalのご紹介 
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●  約２４万人を超える研究者情報 

 

●  氏名や所属機関、研究キーワードなどで研究者を検索、 

 
●  外部データベースとの連携や 

 双方向コミュニケーションサービスなどで 

 登録研究者の研究活動を支援 

http://researchmap.jp/ 国内最大級の研究者総覧データベース 

●  研究職関連の求人情報を無料で掲載（年１６，０００件以上）、ほぼ全ての大学・公的研究機関が       

    毎年利用     URA人材を求人公募する際には是非ご利用下さい！！ 

●  e-ラーニングコンテンツ： URA向けの「大学のリサーチ・アドミニストレーター入門 コース」他、 

  多数コンテンツを掲載（キャリア形成に役立つ情報入手や学習も可能） 

 

https://jrecin.jst.go.jp/ 

職を求める研究者・研究支援者と研究人材を求める機関をサポート 

これからresearchmap 

を詳しく紹介します 


